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に区分したサミュエルズ (1963, 19682)、また、本の流通という点から 14世紀







































由来する THEYや SHEの形が観察される。 
 このような言語状況の中での DO のふるまいを第 5 章以下で説明する。ま
ず第 5 章では、DOの KA における用法を分類した。281 の DOの用例中、不
定詞を伴わないものが 204あり、これをMAIN VERB用法とした。不定詞を伴
うものを VERB V用法とし DOの場合は DO  V である。DOは目的語、つまり
Vの主語を伴うものがあり、これは DO O V用法とした。DO V用法は 60、DO 
O V用法は 17である。さらに、DO Vと統語的に同じであり、MEロマンスに
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頻出する GIN V 用法と比較した。韻律的には、GIN はその不定詞を脚韻の位
置に置く頻度が全体で 88.2%と DOの 50.6%よりかなり高く、GINを使う一つ
の目的と考えられる。 
 Gin V用法は、Terasawa (1974)、Brinton (1996)らにより語用論や文体論の点




みた。ME BEARの 4つの意味のうち、「打つ」の意味の時は GINとのみ共起
し（7 例）、DO と使われている例は（1 例）「運ぶ」の意味であった。GIN
は BEAR「打つ」の動きを強調するために使われ、DO は使役の意味でつかわ
れていた。 




れを Elleg̊ardは equivocal doと名付けているが、どちらにしても物語の進行に
はさしつかえはない。しかし、叫び声 CRYの効果を高めるように DO が工夫
されているため、DOに強調的な意味合いが感じられる。また、GINと異なり
DOは将来助動詞となる、BE, CAN, DO, HAVEを不定詞にとる。 











 第８章では使役用法の DO を検証し、他の使役動詞と比較した。先行研究
では、Elleg̊ard（１９５３）の equivocal do、つまり、本研究における DO V、
について様々な統語的説明が行われている。KA の使役用法を見てみると、
現代英語に見られる MAKEと HAVEは使役動詞として使われていない。HAVE 
の初出は 1390年ごろであり、これは KAの事実と合致する。MAKEの初出は
1225 年であり、さらに Elleg̊ard は KA グループの中に分類される他の作品




意味が曖昧になる DO V構造が圧倒的に多いことである。不定詞を伴う例 77
例のうち 60が DO V構造であり、明確な使役の例（DO O V構造）は 17例で
ある。これは他の使役動詞と異なる、他の使役動詞は不定詞の主語が明確で
ある VERB O V構造がほとんどであり、VERB V構造の HIGHTの 3例、LETの 1
例には曖昧な意味はない。 















 次にQuirk et. al. (1985)をもとに、現代英語の DOの用法をまとめた。Quirk et. 





















から、HAVE が使役として使われ始め, 使役の DO はたとえ MAKE が使用され
ていたとしても、その役割を HAVEに譲り DO O V 構造は消え DO Vが残る。
また迂言の DO も方言には残るが、標準英語では消えていく。そこから、DO
の強調の意味が明瞭に見え始め、さらに、DO Vは他の助動詞と同じ構造であ
ったため、助動詞が担っていた OPERATOR としての役割を担うことができた
と考える。 
 
 
